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苗圃並森林に於ける病廳害を未然に防止せん

には早期に其處置を講ずるを以て要諦ごなす。

故に其表徽，原因・經過，處置等を詳にするは

當事者の最も必要ビする處なり0 因て當場に於

ては各支局出張所ご提携して病巖害穀生系統の

連絡調査を行ふご同時に當局事業に至大の闊係

を有する主要害轟に就ては被害の狀態並其防除

に嗣. し技師長谷川孝三嘱託鈴木篤履員小山

良之助をして調査研究せしめつ>  あり。荻に森

林病廳害圓S 兌昆廳編第―・腿を刊行して事業の参

考に資せんどす。本圓版は中村和氣知，安達眞

太郎，藤島蒼穹の諸氏に描富を委嘱せしものな

9 〇特記して其努を謝す。

昭和十三年十二月

帝室林野局林業試驗場長

技師中村賢一郎
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マツカレハ 籍ミー! |

D e n d r o l i m i i s  s p e c t a b i l i s  B U T L E R

分 科 鱗翅目 枯葉蛾科

被害植物マッ類

形 態

  1 . 成轟大形の蛾f f i 翅は褐色乃至暗褐色，個禮に依りて色彩の鍵化多し〇雌（第3 圓

版4 ) は禮肥大，値長4 0 粍除，開張約9 0 耗，鯛角は櫛簡狀0 前翅中室内に1 個の小白鮎あ

り中橫線は暗褐色是より翅底に亙りて黃白色毛混生し中央部は梢暗色，外橫線は暗色

鋸簡狀にして外方に白條を伴ひ亞外緣線は内方に白色斑を有する黑褐色の斑列より成る。

後翅は灰褐色にして外緣部淡色なり〇

雄（第3 圓版3 ) は其懺色及翅の斑紋殆ど雌に類するも綱角の櫛く梢畏く禮は小形なり。

  2 . 卵（第1 圃版4 ) の直經約1 . 9 耗，上下の方向に鞘扁平なり始め其色美麗なる綠色な

るも後淡赤褐色を帶ぶ0

3 ・幼趣（第1 圓版1 ) 俗にマツケムシと呼ぶ。成- 良せるものは禮長8 0 粍に達し禮に

は多数の黑色或は黃褐色の細毛を生ず。頭部は暗褐色。胴部の背面及側面には黑色白色或

は橙褐色の鱗片より成る剌繡狀の斑紋あり。其各環節は亞背線部に短小なる藍黑色の毛束を

有し其中腹部第8 節のもの梢長く胸部第2 , 3 節背面には藍黑色の毒毛叢あり〇腹面は橙

赤色を呈す。

4 . 綱（第1 國版2 ) 禮長3 5 粍前後雨端圓味を帶びたる紡錘形，禮は殆ど赤褐色なるも

腹部腹面は淡色頭胸部背面及腹部には黃褐色細毛を生ず。

經過習性

普通年1 回の競生。蛾は七月下旬より羽化し薄暮に飛翔す。マツ類の枝葉上に一蛾約三四

百個の卵を不規則なる塊狀に産む。卿化期は成轟S 生の時期及地方に依りて. 遁速あるも東

京附近にては七月下旬より八月上旬を普通とす。幼轟は始め群棲して一を第狀に食害する

も間もなく四散し單樋にて食害を績け，冬期は幼轟のまにて樹幹樹皮の裂間或は落葉蘇
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苔の下に螢伏し翌年の三，四月再び樹上に湘行して老熟期まで針葉を食害す。七月上旬八

 齢に至らば枝葉問に略々β楕l a 形灰褐色外面に幼趣時の藍黑色蔀莊を纏へる繭を管みて踊化

す0

被害

朝鮮及内地に於けるマツケムシの被害はアカマツに最も多く，クロマツ，カラマツ之に次

ぐ。アカマツ幼齢木の如きは® : 食寄に依りて枯死す。一般にマツケムシは乾燥せる平地丘陵

地に於ける比較的幼齢の松林に多く薇生する傾あるが故に此種の一齊林は殊に危險あり〇

防除法

1 . 卵粒の淡滅

1 . 幼溫の捕殺又は萌切り

1 . 人工潜伏所への誘殺

1 . 樹幹登擊の遮断

1 . 毒潮の撒布

1 . 燈火誘殺

1 . 生物學的方法

有益鳥類の利用

有益昆識の利n i

昆轟病原微生物の利用

1 . 森林撫育技術に依る方法

是等の防除法中從來は捕殺誘殺或は命剤の撒布など專ら人爲的方法にのみ捉はれたるた

め，或は其經費に於て或は其効果に於て造憾なりしもの齢しとせず0 依て既往の實績に鑑み

當場に於ては目下生物學的謳除手段殊に害轟病原禮の積極的應用に乘り出し折角調査研究中

にして一部成績は既に林業試驗報告第三卷第三琥を以て幾表せり。

即ちマツケムシに封し幾病性確實にして而も獄業を恐威せざる病原禮として應用價値を認

むるものは

h クスサン病禮より分離せる微粒子病々原禮( N o s e m a  s p . )

1 . 白疆菌- A .  ( B o t r y t i s  B a s s i a u a  B a l s - A )

とす0 更にマツケムシの自然斃死織禮より分離せる黃殖菌I s a r i a  f a r i n o s a ^ F r . は（家獄に

酎して御しき® 病性を有するが故に）蠢業行はれざる地方に於ては應用上極めて有力なる見
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込なり。之れがK 施の一例は白殖菌，黃殖菌は麩を以x 培- 接し，降雨後林地の混潤なるを見

計ひて風上より之を撒布せり。胞子は風に送られて遙かに飛散す。尚幼溫の貧害開始當時に

於て微粒子病原禮の芽胞を撒布せば硬化病菌と相俟つて愈々襄効す。焚驗に依りて既に本病

の胚種傳染をも認め得たるが故に本害S の駆除には應用慣値極めて大なるものありと信ず。

本微粒子病原腿はクスサン病聰より分離せるものなるが故にマツケムシ* 登生の恐ある林地

にクスサンの食草たるクリ，クヌギ，ナラ，クルミ，ウルシ，ハゼ，プラタヌス，ドロ ノ

キ，力へデ，サクラ，ナシ，モモ，クス，イテフ中適宜の樹f f l を林地或は附近に植込むこと

は病原髄の保敏上より観るも極めて有意義なるべし。尤も經驗に依ればウルシ，クルミ等に

藤生せしクスサンはクリ，プラタヌス等の葉を嫌ひ，プラタヌスに畿生せしものはクリ，ク

ルミなどの他樹種を揃らざるため飼育し得ざりし事® あり。K 施應用上此鮎留意を要す。
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ハ成轟
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A d u l t s  o f

D e n d r o l i m u s  s p e c f a b i l i s  B U T L E R

キマダラカウモリ成澁

A d u l t s  o f

P h a s s u s  s i g n i f e r  W A L K E R
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  キマダラカウモリ 第2 國版
第3  I S 1 版

P l i f i s s u s  s i g n i f e r  W A T . K E R

分 科 鱗翅目 ¢ I n i 幅蛾科

被害植物ヒノ午，スギ，カシ類，キリ，ヤナギ，ヤマハンノキ，スズカケノキ，ネムノ

キ，クサギ

形 態

成溫雌( 第3 岡版2 ) の滯長3 5 乃至G O 托飴開張約7 0 乃至1 2 0 粍。頭部は黃褐色

にして小さく綱角は暗褐色短小，複眼は紫黑色なり。胸部は黃褐色，前翅の前緣には3 個の

暗褐紋あり中空基部及中室端には夫々小なる黃白紋を具へ其外方には淡褐色なる2 條の斜

帶あり。内緣は淡色なり。後翅は前翅より幾分小にして腹部と共に灰褐色を帶ぶ〇脚には鱗

毛厚く密生す。

雄C 第3 岡版1 ) は雌に比し概して小形にして微翅は利i 濃色なり。

  2 . 卵丸味を帶びたる卵形にして; K 筏は0 . 6 粍飽，始め淡黄色なるも後黑色となる0

  3 . 職( 第2 H 版1 ) の聰畏は7 0 粍飴に達す。頭部は濃褐色。胴部は淡黃褐色にして

第1 節の) ・¢ 皮板は黃褐色，共の雨側に黑色小紋あり。第2 , 第3 節背而には3 個の黃褐色厚皮

紋，第4 節以下には前方に位する大形紋及び後方左右に位する小形紋其他類似の/ j 椒ありて

是等原皮紋には粗毛あり〇 3 謝の胸脚は小なるも5 酎の腹脚は㉝達す0

  4 . ® ( 第2 岡版2 )  H 1 筒形雨端は圓味を帶ぶ。頭部及胸部前方の厚皮部は濃黑褐色にし

て細き隆皺を有す。腹部は黃褐色にして粕太く，背回には2 條腹而には1 條の小® 狀横: P 奎

線あり。

經過習性

  經過は未だ明かならざるも2 年飴にして成轟となるものk 如く は七月乃至八月に現は

れて膠箔せざる極めて多数の卵を産下し其の数? £ 千に達するものありと云ふ0 問もなく卵f : 化

したる幼舐は始めヤマュリの如き草本植物の壁中に猛人し後に比較的幼齢なる木本植物の幹

枝に移りて寄生するが如し。此際先づ樹皮下を環狀に貪寄し次いで樹幹の木質部又は随部に
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穿入し趣糞及木屑を絹絲にて粗末に綴り襄・狀となして孔口より排出す。六月頃® 比し，は

趣孔内を巧みに移動し成溫羽化の際には¢ H i 殻の前半を孔口より挺出す。蛾の飛翔は黃昏時に

して活撥なり。

被 害

本被害は比較的幼齢木の地際に近き部分に多し〇幼溫は寄主の樹皮下を環狀に蠢食し更に

木質部随部を上下に穿孔して屈々太き根系の一部にも及ぶことあり。爲に被寄部分より折娘

するか或は枝葉一齊に萎れて乾枯すること稀ならず。幼齢のヒノキ造林地に於て郞々恰も卷

枯しの如く全葉一時に萎れ始めたるものあらば先づ樹幹部をあらたむべし。溫害の場合はキ

マダラカウモリ或はヒバノキクヒムシ（第5 1 副版）の寄生に基くこと多し。（幼識形態及生

態，食餌植物等に闘して本種とカウモリガP h a s s u s  e x c r e s c e n s  B U T L E R との差違は未だ詳

ならず）

防除法

1 . 回復の見込ある被害木に酎しては穿孔内にパラデイクロールベンツオールを入れ或は

石油，二硫化炭素等を少量注ぎて其孔口を直ちに粘土にて塞ぐ。

1 . 轟孔幾くして單純なるものには針金を挿入して幼溫を剌殺し得。

1 . 林地附近に在る他の寄主植物に封しても害溫寄生の有無に付常に留意を要す。

1 . 寄主植物の地際は成るべく雜草など刈拂ひて清掃し置くを安全とす0

1 . キリ樹には此の種の被害轉に甚しきを以て皮燒け防止を兼ぬる石灰割の衆布を推奬

 す。

處方の一例

  消石灰 3 . 5 k g

  鹿角菜 2 5 0 g

  徵 6 0 g

  水 ⑽

衒之れに適宜展着齊? を添加せば更に可なり。



趣 雌
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A d u l t  f e m a l e
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L a r v a

被 番 幹

被害毬果

T n f e s l e d  c o n e

ブライヤマダラメイガ 猶剌岡\ 版
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  ブライヤマダラメイガ 第4 画版

D i o r y c t r i a  p r y e r i  R A G O N O T

分 科 鱗翅目 蚊蛾科

i 皮害植物アカマツ，クロマツ

形 態

  1 . 成澁雌（1 ) の禮畏巧乃至1 4 犯開張2 4 乃至2 8 耗。頭部胸部は暗褐色，腹部は灰黃

色にして各節に暗色の橫帶ぁり〇綱角は暗褐色絲狀, 下唇韻は濃暗褐色。前翅は殆ど暗褐色な

るも基部に灰白色鱗を混じ内橫線は灰白色にして中室内及び第1 脈上にて内方に屈曲ず。中

央部には斜走せる2 個/ つ不規則雲狀の灰白色帶あり〇中宝端の灰白& 小斑は個® に依り明瞭

を缺く。タト橫線は灰白色を呈し中央の一部分は外方に突出して「く」の字狀をなす。外緣は

色濃く其内方に灰白色鱗あり0 緣毛は灰褐色にして中央に灰白色鱗を混ず。後翅は灰褐色，

翅脈及タト緣は暗褐& , 緣では淡褐色なるも基部に近く暗色線と外側に梢淡色の並行線あり〇

雄は雌に比して梢小なるも贈色及翅の斑紋は殆ど同じ。鵬角は櫛歯狀にして鞭狀部数節の

前面は顯著なる暗褐色鱗片を有し2 個の小突起を混ず。

  2 . 幼溫老熟せる幼澁（3 ) は禮畏2 0 耗飴。頭部は赤褐色。胴部氣門線の上半は綠褐色

なるも此部分の各縱線は淡褐色, 下半は淡黄綠色を呈す。胸部第1 節背面の厚皮板は黑褐色な

り。胸部第2 節より腹部第9 節に至る各環節には亞背線に沿ひて（胸部及び腹部第9 節にて

は夫々1 個，腹部にては2 個宛の）褐色小隆起あり。側面には氣門線の上下に位して2 個と

共下方に2 個の褐色隆起ありて是等には1 乃至3 個の褐色短毛を生ず。

  3 . 蝋( 2 ) 禮長1 3 粍前後，赤褐色紡鈍形にして細短毛規則的に粗生す。吻部は梢上・

 反鯛角は半筒狀に膨川，腹部末端にはθ個の尾刺あり, 中央の2 個は他より粕畏く先端何

れも鈎狀に鞠曲す。

經過習性

成a は東京附近にて五月下旬乃至六月中旬に現はる。多くはマツの新梢先端部に單卵的に

産卵するものの如し。m 化せる幼溫は虹ちに共皮部下曆に溢入し次いで髄部に入り外面に
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開口せる趣孔より莢及び貧帥の細片を盛んに® 川す。斯く L て彼餅f i 端部は萎凋す。初冬

に至らば幼溫は搦¢ を巾噺して越冬し翌存三月ヒガ. び内部にて食® を始め7 ひJ ヒ州W 端の古き

 & 孔に移る。共處にて少の糸π絲を吐き焚及び木w を綴りて繭となす。舳化後二週叫程せば

羽化す0

被 害

 木被杏はアカマツの新桁殊にπ凶・: に多しG ; ) 〇從って側介之れに代って仲i i するも樹幹は

既に通l i £ 性を失ひ被® 重ならば極めて企形を2 A するに: 5 £ る0 加之剛i 輪坐部へのな生（4  )

は枝の折扱を來し，毬果に寄生せるものは之れを杏ふ（5  ) 〇把こ本® 溫が・斤㈣に於けるアカ

マツ，クロマツ幼齢林水の幹形を扱ひ・或は欧洲アカマツ等輸入樹® の造林失收を從す- ・大原

因なりと謂ふも敢て過言に非ざるべし。？E U 察に依れば小・彼' , ぢは植栽地リ 1 新地にして人1 B . に

近きか或は川畑に接したる部分に於て殊に多き傾あり。木ボ趣は幹形をW ふこと極めて大な

るものあるが故に® に座物のi l と- J i t とをW するのみならず，品® に腿聯して形態ゆ的特性を

究むる上にも大なる障y ? を® しつ、あるk は考必を要す。仰本溫と極めて類似のf i ' J j : をなす

葉掩蛾の一紐にl ^ v e t r i a  t u r i o n a u a  v a r .  m u g h i a n a  Z E L L E R と認めらるK ものあり。被

 を助す。

防除法

i . ¢ : 過寄生の穿條は萌除燒却するを・イとす。被' , ぢ芽少数にしてJ 1 つ指® を以て外W 1 より

幼溫を[ 4 破・し得る場合には: ! i れのみにて足るべし。

1 . 姫蜂科或は小繭蜂科にK する数® の' な生蜂及病原微生物に依りて疫さるk もの紗から

ず0 天敵殊に病原® の應川は刻下の急務なるが故にH ド鋭: f f : 之れが探索中なり〇

〔附記〕本杏溫に封ずる頭® の昂名の許にはマツコマダラメイガ又はマツゴマダラメイガ

なる和名を附せる報告あり。別に同一和名をイ{ しI L 形態及生態樂的に類似せるD i o r y c t r i a

s p l e u d i d e l l a  I I . - E C I I . なるものあり。i l l : して雨T V  I 1 ' ・] —  のものなりや否やは米U T : なり〇後1 1

の研究に俟つ。
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  ヒノ、' '  ノキクヒムシ 第5 岡版

P b l o c o s i j n i s  p c r l a t n s  C H A P U I S

分科 鞘翅目 小溢趣科

被害植物ヒノキ，ヒバ

形 態

  1 . 成趣U )  ® 畏2 乃至3 耗は辿筒形。頭部は小にして前胸竹より僅かに突出し

褐色の小毛を生ず。® 角は赤褐色を帶び末端部は楕m 形。前胸背は黑色にして密布せられた

る微細鮎刻及淡褐色毛を有し前方幅狹きも後方は廣く中央には明瞭ならざる縱隆線あり0

 翅鞘は暗赤褐色にして前胸より幅梢廣く，1 6 條の縱溝線列間部には略々1 列をなせる小¢ : π癖

ありて黃褐色の短毛を生じ第2 列問部は翅鞘端に於て幾分述み且つ細狹となる。腿節，脛節

は暗褐色にして褐色の短毛を生じ跳節は赤褐色，第3 跳節は明かに2 片狀をなす0

  2 . 幼趣（3 )  ® は辿筒形にして乳白色，脚を有せず。頭部は淡黃褐色，大顎及その

周固は黑褐色を呈す。胴部は横皺に當み腹方にS 曲，第1 ，第2 環節は膨大ず0 老熟せる幼澁

は長3 乃至4 粍，胴部梢黄色を帶ぶ。

經過習性

成溫は四，五月頃ヒノキ，ヒバの幹或は相太き枝の樹皮に虹經1 . 5 耗飴の回孔を穿ちて其下

に入り，木質部外® に畏さ1 5 乃至3 0 [ 耗條の單縱母孔並に此下端に連る畏さ2 乃至5 粍の交尾

孔を作る。雌過は母孔の雨側壁に略々規則的に配列せる俊き凹孔を穿ちて之に. 一卵宛数十粒

を産附す。卵? 化せる幼溫は側壁と直角の方向に主として形成® を貪害しつk 穿孔す。畏さ6

糎除に達する幼溫孔は多少波狀に迂曲し，始め幅狹きも穿孔の進行に伴ひ幅增大し孔の末端

は木質部に和深く陷入膨大して® 室をなす。幼溫は此處にて蝋化し次いで成澁となり八月頃

蛎S 部の樹皮に小1 0 1 孔を穿ちて外界に出づ0 年一世代，成轟態にて越冬するもの、如し。

被 害

本害轟は2 0 年生前後のヒノキ，ヒバ林に登生すること多く殊に幾分生理的障害あるものに

好んで寄生し厘之れを枯死せしむ0 何波の青鍵菌（C e r a t o s t m e l k ) 類の被害木に往々此種

キクヒムシの寄生する事實は從來より知らる、所にして雨者の因果闘係は森林保護上極めて

興味ある問題なるが，既往に遮表せられたる幾多の研究結果を綜合すれば「叩溫類の食害其



1 0

他に基く樹勢の衰弱（樹聰内に於ける水分の減退）がW 鍵菌の繁殖を促して愈々寄主を枯死

に至らしむ」と解せらるk のみならず更に⑴過自らも寄生蘭の媒介を行ふ場合あるべしと認

めらる、が故に小縋s 類の> f j y ? 性は增々經視すべからざるものあり0

防除法

1 . 不健全の林木は成るべく速に除去すること。

春期害溫の繁殖期には健全なる伐倒木と雌皮付のま、にては極めて危險あり。枝條

も亦同樣なり0

1 . 害溫寄生木は伐採後少くも二，三週問水中にS 故せざれば使用し得ず。

1 . 春期より初夏に瓦るm 木誘殺法も經伐許さばr c 施の飴地あり〇

】・本寄趨の揺病斃死より黄® 盟と認むべきものを分離せりF 1 下, 凋奔中に風す。
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